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はじめに

本資料 概要本資料の概要

 SPARC Enterprise Tシリーズの仮想化機能である、Oracle VM Server for 
SPARC（旧称：Logical Domains/LDoms）の機能 設計指針 メリット 留意事SPARC（旧称：Logical Domains/LDoms）の機能、設計指針、メリット、留意事
項などを紹介します。

留意事項

本資料では、「Oracle Solaris」を「Solaris」と表記することがあります。

本資料は、 SPARC Enterprise T5120, Oracle VM Server for SPARC 2.1,  
Oracle Solaris 10 8/11 を使用した構築例を紹介していますOracle Solaris 10 8/11 を使用した構築例を紹介しています。

Oracle VM Server for SPARC 情報

 Oracle VM Server for SPARCの導入にあたっては 下記資料もあわせてご確 Oracle VM Server for SPARCの導入にあたっては、下記資料もあわせてご確
認ください。

•Oracle VM Server for SPARC ご使用にあたって

•Oracle VM Server for SPARC ガイド

• http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/download/software/ldoms/
→ご使用条件に同意することで、ダウンロードメニューから参照できます。
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•Oracle VM Server for SPARC 2.1 管理ガイド（Oracle社）

• http://download.oracle.com/docs/cd/E24622_01/index.html



ソフトウェア、ファームウェアの入手について
 最新O l VM S f SPARC S ft の入手 最新Oracle VM Server for SPARC Softwareの入手

Oracle VM Server for SPARC Software最新バージョンは、
当社Webサイトから入手できます。

 最新フ ムウ アの入手

Oracle VM Server for SPARC 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/download/software/ldoms/

 最新ファームウェアの入手

 利用するOracle VM Server for SPARC Softwareのバージョンに
対応したファームウェアがインストールされている必要があります。

当社S kサ ビ をご契約 ただ る契約お客様は 当社SupportDeskサービスをご契約いただいている契約お客様は、
お客様専用サイトから最新ファームウェアを入手できます。

SupportDesk 

• SPARC Enterprise をお買い上げいただいたお客様は、保証期間内（保証書に記載された保証期間、
当社出荷日から 1年間）は無償でファームウェアを入手できます。詳細は以下をご参照ください。

http://eservice.fujitsu.com/supportdesk/

SPARC Enterprise ファームウェア無償提供のご案内
https://jp.fujitsu.com/platform/server/primepower/support/jp/terms_wid.html
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本資料の位置づけ

説明内容

Oracle VM Server for SPARCの考え方や設計指針、
留意事項など 紹介

Oracle VM Server for SPARC
の概要基本編

メリット、留意事項などの紹介の概要

Oracle VM Server for SPARCの構築に必要なOS、
パッチ、ファームウェアなどの環境条件の確認方法

１．実機環境の確認

制御ドメイ ゲ トドメイ を作成し O l VM２ 制御ドメインの構築

基本編

制御ドメイン、ゲストドメインを作成し、Oracle VM 
Server for SPARC環境の構築

２．制御ドメインの構築
３．ゲストドメインの構築

ゲストドメインの起動・停止などの基本操作と、
CPU・メモリ・I/Oなどのリソース操作方法

４．ゲストドメインの操作
５．リソース操作 CPU メモリ I/Oなどのリソ ス操作方法５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for 
SPARCへのZFSの活用

 ZFSのスナップショット/クローン機能を活用した
Oracle VM Server for SPARCの便利な使い方構築・運用編

（手順書付）
７ 仮想ディスクの応用 仮想ディスクを複数のドメインで共有する方法

O l VM S f SPARC環境 バ ク プゲ ド

８．ネットワークの冗長化
 IPMPを使用した、ゲストドメインのネットワークの冗
長化の手順

７．仮想ディスクの応用

Oracle VM Server for SPARC環境のバックアップ・
リストア

９．ゲストドメインの
バックアップ・リストア

仮想環境を削除して元の環境に戻す手順１０．Oracle VM Server for 
SPARC環境の削除
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SPARC環境の削除

IOドメインの構築方法や、ゲストドメインのマイグレー
ションやCPU Power Management等の機能紹介

Oracle VM Server for SPARC
の豊富な機能の紹介

応用編



Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

２ 制御ドメインの構築

１．環境確認

２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



環境確認

-> show /HOST

■ファームウェア版数の確認(ILOM)

■OS環境の確認

・OS版数の確認

# cat /etc/release

・OS版数の確認

・サーバ環境の確認（CPU,メモリ,IOなど）

# psrinfo -vp
# prtconf -v | head

・ネットワークデバイス（GLDv3対応）の確認

# showrev p | grep [patch ID]

# dladm show-link

・必須パッチの確認

# showrev -p | grep [patch-ID]
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Oracle VM Server for SPARC対応NICについて

境 す 仮想 ビ■Oracle VM Server for SPARC環境で利用する仮想ネットワークサービスは、
GLDv3対応ドライバが必要

GLDv3対応ドライバは、bge, nxge, e1000g, igb, fjgj （FUJITSU PCI Gigabit Ethernet 4.0以
降） 及び、fjxgeです。

Solaris 10上では dladm(1M)コマンドで確認可能

# dladm show-link
e1000g0 type: non vlan mtu: 1500 device: e1000g0

Solaris 10上では、dladm(1M)コマンドで確認可能

・GLDv3対応ドライバの場合、typeに non-vlan (VLAN設定時は、vlan)と表示されます

e1000g0         type: non-vlan mtu: 1500       device: e1000g0
e1000g1         type: non-vlan mtu: 1500       device: e1000g1
e1000g2         type: non-vlan mtu: 1500       device: e1000g2
e1000g3         type: non-vlan mtu: 1500       device: e1000g3

# dladm show-link
h 0 t l t 1500 d i h 0

・GLDv3未対応ドライバの場合、typeに legacy と表示されます

hme0          type: legacy mtu: 1500       device: hme0

内蔵LANポ トの物理インタ フ ス名は SPARC E t i T5120/T5220は 1000

GLD：Generic LAN Driver
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内蔵LANポートの物理インターフェース名は、SPARC Enterprise T5120/T5220はe1000g, 
T5140/T5240/T5440はnxge, T3はigb



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■１．実機環境の確認
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

２ 制御ドメインの構築

１．実機環境の確認

３．ゲストドメインの構築

２．制御ドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



本資料で作成する構成

本資料 構成を作成す 例を紹介 す■本資料では、以下の構成を作成する例を紹介します。
• SPARC Enterprise T5120 / Oracle Solaris 10

ldom1制御ドメイン

Solaris 10Solaris 10
Oracle VM Server for SPARC Software

primary-vds0 primary-vcc0
vdisk

ハイパーバイザ

vdisk0 vnet0

構成情報
config initial

vol0 primary-vsw0vol_iso
vdisk
_iso

ハードウェア

e1000g0 MEM
2GB

CPU
1コア MEM

2GB

CPU
1コア

CPU
1コア

CPU
1コア

MEM
1GBMEM

1GB

config_initial

ZFS

Sol10
u10.iso

vdisk0

制御ドメインの内蔵ディスクにZFSのボリュームを作成し、仮想ディスクとして使用します。
（通常はドメインごとに物理ディスクを用意して、割り当てることを推奨します。）
ゲストドメインのOSインストール媒体として、予め用意しているISOイメージを
仮想ディスクとしてゲストドメインに割り当てます。
物理NIC（e1000g0）の定義を仮想スイッチ（vsw0）と置き換えることで
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物理NIC（e1000g0）の定義を仮想スイッチ（vsw0）と置き換えることで、
e1000g0を制御ドメインとゲストドメインで共用します。（通常は分けることを推奨します。）

参考）SPARC T3サーバ/Solaris 10の物理NICのI/F名は”igbx”、Solaris 11は”netx”です。(xは数字)



制御ドメインの構築の流れ

■SPARC Enterprise T5120上に制御ドメインを作成します。

１．Oracle VM Server for SPARC のインストールOracle VM Server for SPARC のインスト ル
Oracle VM Server for SPARC Software をインストールします。

２．仮想サービスの作成
制御ドメインがサ ビスドメインとして提供する各種の仮想サ ビスを作成します制御ドメインがサービスドメインとして提供する各種の仮想サービスを作成します。

３．制御ドメインのリソース設定
制御ドメインに割り当てるCPU、メモリリソースを設定します。

制御ドメイン

４．ILOM（Service Processor）への構成保存
ドメインや仮想サービスの構成情報を、ILOMに保存します。

仮想

Oracle VM Server 
for SPARC Software
Oracle VM Server 

for SPARC Software

５．ネットワーク環境設定
Solarisが認識している標準のNICをOracle VM Server for 
SPARC用に設定変更します。

Solaris 10ハイパーバイザ

サービス

ゲストドメインの構築

ハードウェア NIC

CPU MEM構成情報
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ゲストドメインの構築



Oracle VM Server for SPARC管理コマンド

管 ド ド だ■Oracle VM Server for SPARCの管理コマンドは、 ldm (1M)コマンドただ1つ。
ldm コマンドとそれに続くサブコマンドで構成されます。

ldm add-vdiskserver 仮想ディスクサービスの作成ldm add-vdiskserver 仮想ディスクサービスの作成

add-vdisk 仮想ディスクの追加

add-vcpu CPUの追加p

add-domain ドメインの追加

remove-vcpu CPUの削除

remove-domain ドメインの削除

remove-reconf 遅延再構成の解除

list domain ドメインの状態表示list-domain ドメインの状態表示

list-devices デバイスの状態表示

bind-domain リソースのバインドbind domain リソ スのバインド

start-domain ドメインの起動

stop-domain ドメインの停止
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・
・
・



仮想サービスデバイスの検証機能

仮想スイッチサービス（VSW） / 仮想ディスクサービス（VDS）の設定時に、
対応させる物理デバイス（NIC、ファイルなど）に誤りがないか検証します。

制御ドメイン

Solaris10

Oracle VM Server for SPARC Software

 仮想サービスの追加・設定時とドメイン
バインド時に検証を実施

イパ バイザ

primary-vds0

vol0

primary-vsw0 ゲストドメインのOSインストールの失敗
などのトラブルを未然に防止

ハイパーバイザ

ハードウェア

igb0
/ldom1/vdisk0.img

 Oracle VM Server for SPARC 2.1の
新機能

primary# ldm add-vswitch net-dev=igbX primary-vsw0 primary ネットワークデバイス名の
NIC igbX is not valid on service domain primary

primary# ldm add-vdiskserverdevice /Ldom1/vdisk0.img vol0@primary-vds0
Path /Ldom1/vdisk0.img is not valid on service domain primary

ネットワ クデバイス名の
指定ミス（正：igb0）

ディスクデバイス名の指定ミス
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ディスクデバイス名の指定ミス
（正：/ldom1/vdisk0.img）”-q”オプションを使用することにより、検証を実施せずに、

仮想サービスを作成することが可能です。（例：ldm add-vswitch –q net-dev= ・・・）



＜参考＞ コマンドとの対応

■本章で実行する主なコマンドとの対応は以下のようになります。実際にコマンドを実行する
際に見比べてみてください。

制御ドメイン

Solaris10
Oracle VM Softwareldm add-vdiskserver ldm add vconscon

primary-vds0 primary-vcc0

vol0 primary-vsw0

ldm add vdiskserver ldm add-vconscon

ld dd fi

vol_iso

ハイパーバイザ

ハードウェア

構成情報
config_initial

CPUCPU
MEM

ldm add-vswitch ldm add-config

ldm set-vcpuSol10

ldm add-vdiskserverdevice

e1000g0 MEM
2GB

CPU
1コア

CPU
1コア

CPU
1コア

1GBMEM
1GBCPU

1コア
MEM
1GB

ldm set-memory

u10.iso

vdisk0

 ldm コマンドのサブコマンドには、ロングフォーマットとショートフォーマットが用意されており、本資料は基本的に
ロングフォーマットで記載しています。
ショートフォーマットを確認するには、ldm コマンドのマニュアルを参照するか、サブコマンドをつけずに、ldm
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のみで実行してください。
例） ldm add-vdiskserverdevice = ldm add-vdsdev



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■２ 制御ドメインの構築■２．制御ドメインの構築
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



ゲストドメインの構築の流れ

制御ド 作成後 ゲ ド を作成 す■制御ドメイン作成後にゲストドメインを作成します。

制御ドメインの構築

１．ゲストドメインの作成
ドメインの基盤を作成しますドメインの基盤を作成します。

２．リソース（ＣＰＵ、メモリ、ネットワーク、ディスク）の割り当て
ゲストドメインが利用する仮想CPU，仮想メモリ，仮想デバイスなどを定義します。

３．パラメタの設定
ブートデバイスやＯＳの自動起動の有無などのパラメタを設定します。

制御ドメイン

Oracle VM Server
for SPARC Software
Oracle VM Server
for SPARC Software

ゲストドメイン

４．ゲストドメインのリソースのバインド、起動
定義したリソースを結合し、ゲストドメインを起動します。

５ ゲストドメインへのＯＳのインスト ル パ バ ザ

仮想
サービス

仮想デバイス
（ﾃﾞｨｽｸ､ﾈｯﾄﾜｰｸ）

Solaris10５．ゲストドメインへのＯＳのインストール
ローカルブート形式でOSをインストールします。

６．ESF、パッチの適用

ハイパーバイザ

ハードウェア CPU MEM CPU MEM

Solaris10
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通常のOSと同様にESF,パッチを適用します。 NIC



ゲストドメインのOSインストール概要

ゲ ド 方 方 があ す■ゲストドメインへのOSインストール方法には、3通りの方法があります。

ldom1

Solaris10

制御ドメイン

Solaris10
Oracle VM Server for SPARC Software

primary-vds0
vdisk

isovol_iso
vdisk

dvd vnet0vol_dvd
primary-

vsw0

① ②
③

ハイパーバイザ

ハードウェア

_ _

インストールサーバ

ハードウェア

ISO
NIC

①ISOイメージ（LDomsMgr1.0.3以降）
ISOイメージを仮想ディスクとしてゲストドメインに割り当て、ローカルブートでインストール

②DVDメディア（LDomsMgr1.0.3以降）
DVDメディアを仮想ディスクとしてゲストドメインに割り当て、ローカルブートでインストール

③ネットワークインストール
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③ネットワークインストール
インストールサーバを別途用意し、ネットワークブートでインストール



ゲストドメインのOSインストール

■ISOイメージを仮想ディスクとして割り当て、ローカルブートでOSをインストールします。

ldom1制御ドメイン制御 イ

Solaris10
Oracle VM Software

primary-vds0
di k

インストール

ハイパーバイザ

vdisk0vol0
vdisk
_isovol_iso

ハードウェア
Sol10

u10.iso

vdisk0

ゲストドメインインストール後、ISOイメージの仮想ディスク（vdisk_iso）は format コマンドでは認識されませ
んが、通常のDVDと同様にhsfs形式でマウントできます。

本資料では制御ドメインの/ISOディレクトリに、Solaris10 8/11のISOイメージ（Sol10u10.iso)を配置していま
す。なお、Solaris10 10/09以前のOSでは、Oracle VM Server for SPARC 2.1の一部の機能が使用できない
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ことがあります。
ご注意ください。



＜参考＞ ゲストドメインのOSインストール（ネットワークインストール）

境 定■ネットワークインストール環境の設定

インストールサーバ ⇒ ゲストドメインのインストールクライアント登録

ゲストドメインの情報（ホスト名、IPアドレス、MACアドレス）を追記し、インストールクライアントとして登録しまゲストドメインの情報（ホスト名、 アドレス、 Cアドレス）を追記し、インスト ルクライアントとして登録しま
す。

ゲストドメイン ⇒ ホスト名、IPアドレス、MACアドレスの確認

MACアドレスは制御ドメインが自動的に割り当てます（手動で指定することも可） ゲストドメインの仮想ネ トMACアドレスは制御ドメインが自動的に割り当てます（手動で指定することも可）。ゲストドメインの仮想ネット

ワークのMACアドレスは制御ドメインのコマンド、ldm(1M)で確認します。

インストールサーバ兼Oracle VM Server for SPARC 環境サーバ

制御ドメイン ゲストドメイン

Solaris10 Solaris10 Solaris OS

② /etc/hosts,/etc/ethers に追記

ネ トワ ク

バックアップサーバ

① ホスト名、IPアドレス、
MACアドレスの確認

③ インストールクライアント登録ネットワーク
インストール

④ ネットワークインストール実行

③ インストールクライアント登録、
Jump Start用プロファイル作成

ゲストドメイン上のOBP環境（bannerコマンド等）で確認したMACアドレスは、仮想ネットワークのMACアド
レスとは異なります。

本資料では ISOイメ ジを使用したロ カルブ トでインスト ルを行います ネットワ クインスト ル
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本資料では、ISOイメージを使用したローカルブートでインストールを行います。ネットワークインストール
を行う際に確認してください。



仮想ネットワーク（vnet）のMACアドレス

仮想ネットワーク（vnet）のMACアドレスはOracle VM

■仮想ネットワーク（ｖｎｅｔ）のMACアドレスはOracle VM Server for SPARC Softwareが
管理します。

制御ドメイン ゲストドメイン 仮想ネットワ ク（vnet）のMACアドレスはOracle VM 
Server for SPARC Softwareが割り当てます。
Oracle VM Server for SPARCには以下の512Kの範囲
のMACアドレスが割り当てられています。

制御ドメイン ゲストドメイン

vnet0

のMACアドレスが割り当てられています。

00:14:4F:F8:00:00 ～ 00:14:4F:FF:FF:FF

vsw0

交換
このうち、下位の256KのMACアドレスはOracle VM 
Server for SPARC Softwareによる自動割り当てに使用
されますので、手動で設定する場合には、上位の256K
のMACアドレスを使用します。

また、vnet に割り当てた 物理NIC が故障し、保守交換
合 も ド 変 されず 保した場合でも vnet0 の MACアドレスは変更されずに保

持されます。
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＜参考＞ コマンドとの対応

■本章で実行する主なコマンドとの対応は以下のようになります。実際にコマンドを実行する
際に見比べてみてください。

ld dd d i
ldom1

Solaris 10

制御ドメイン

Solaris 10
Oracle VM Server for SPARC Software

ldm add-domain

primary-vds0

vdisk0 vnet0
primary-vcc0

vol0 primary-vsw0
vdisk
_isovol_iso

ハイパーバイザ

ハードウェア

構成情報
config_initial

Sol10 ldm add-vcpu

ldm add-vdisk

ldm add-vnet

e1000g0 MEM
2GB

CPU
1コア MEM

2GB

CPU
1コア CPU

1コア
CPU
1コア

MEM
1GBMEM

1GB

u10.iso

ldm add-memory

vdisk0ZFS

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED21



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■３．ゲストドメインの構築
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



ゲストドメインの状態表示と起動・停止

制御ド ゲ ド 状態を管 す■制御ドメインからゲストドメインの状態を管理します。

リソース
未割り当て状態

リソース
割り当て状態

ＯＢＰ状態 ＯＳ起動状態

ゲストドメイン ゲストドメイン ゲストドメイン

仮想デバイス 仮想デバイス

ゲストドメイン

仮想デバイス

〔STATE〕 inactive bound active

CPU MEM CPU MEM

active

CPU MEM

〔STATE〕 inactive bound active
〔FLAGS〕 -----

active

ゲストドメイン
起動方法

# ldm bind [ldom]
# ldm start [ldom]
（auto-boot¥?=false）

telnet localhost [port]
ok > boot

----- -t--- -n---

の起動方法
[ ]

# ldm start [ldom]
（auto-boot¥?=true）

ok > boot

ゲストドメイン
の停止方法

# ldm unbind [ldom] # ldm stop [ldom]

# ldm stop [ldom]   or   # shutdown -y -g0 -i5

# shutdown -y -g0 -i0
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 ldm stop-domain での停止は、halt(1M)コマンドと同じシーケンスで停止します。



制御ドメインの再起動・停止（１）

■事前にゲストドメインのリソースを解除 (unbind) してから、制御ドメインの再起動・停止
を行います。

ゲストドメイン ゲストドメイン

リソース未割り当て状態 リソース割り当て状態

制御ドメイ 制御ドメイゲストドメイン ゲストドメイン

仮想
デバイス

制御ドメイン 制御ドメイン

仮想
サービス

仮想
サービス

inactive bound

CPU MEM

active active

リソース解除
(unbind)

# ldm stop-domain -a       ← 全ゲストドメインを停止
# ldm unbind-domain [ldom] ← 全ゲストドメインのリソースを解除
# shutdown -y -g0 -i6 ← 制御ドメインの再起動

１） 制御ドメインの再起動手順

# ldm stop-domain -a       ← 全ゲストドメインを停止
# ldm unbind-domain [ldom] ← 全ゲストドメインのリソースを解除

２） 制御ドメインの停止手順 （電源断）

ゲ ド を割 状態 制御ド を 起 す 常 ゲ ド が起 きなくな

# ldm unbind domain [ldom] 全ゲストドメインのリソ スを解除
# shutdown -y -g0 -i0 ← 制御ドメインの停止
-> stop /SYS ← ホスト電源断 （ILOMコマンド) ldm stop-domain に –f オプションをつける

ことで、強制的に停止することができます。
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ゲストドメインのリソースを割り当てた状態で制御ドメインを再起動すると、正常にゲストドメインが起動できなくなるこ
とがあります。もしゲストドメインが正常に起動しない場合、一度ゲストドメインを unbind/bind する必要があります。



制御ドメインの再起動・停止（２）

■Oracle VM Server for SPARC環境構築後は停止系のコマンドの動作が従来と
異なるので注意！

ドメインが
コマンド

ドメインが
構築されている

動作

halt No ホストの電源が切断され、ＩＬＯＭ から電源が投入されるまで
切断されたままです。

Yes ＯＢＰ変数 auto-boot? が true の場合は、ソフトリセットが行
われてＯＳが起動します。
ＯＢＰ変数 auto-boot? が false の場合は、ソフトリセットが
行われて ok プロンプトで停止します。

reboot No ホストを再起動し、電源は切断されません。

Yes

h td i5 N ホ ト 電源が切断され から電源が投入されるま

ホストを再起動し、電源は切断されません。

shutdown -i5 No ホストの電源が切断され、ＩＬＯＭ から電源が投入されるまで
切断されたままです。

Yes ソフトリセットが行われて ＯＳが再起動します。

 SPARC Enterprise T5x20では、OBPモードの power-off コマンドも電源の切断はできません（※）。電源を
切断する場合は、ILOMから stop /SYS を実行してください。
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※ System Firmware 7.1.3.d 以降で修正されています。



ゲストドメインのコンソール接続について

■制御ドメインからコンソール接続します。
ILOMから制御ドメインへコンソール接続している場合は注意

# (シャープ+ドット)

# telnet localhost [port]
コンソール接続

-> start /SP/console
コンソール接続

ゲストドメイン

仮想コンソール
装置(VCC)

制御ドメインＩＬＯＭ

~ (チルダ+ドット)#. (シャープ+ドット)
ログアウト

装置(VCC)~. (チルダ+ドット)
ログアウト

#. (シャープ+ドット)
ログアウトグアウト

 ゲストドメインのコンソール接続時は、仮想コンソール装置（VCC）によって割り当てられた

-> start /SP/console
コンソール接続

装
ポート番号へ、telnet接続します。

 ゲストドメインから直接ＩＬＯＭへログアウトした場合、再接続時はゲストドメインに直接
ログインします。
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詳細 構築 書を参 くださ詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■４．ゲストドメインの操作
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



CPU、仮想I/Oリソースの追加・削除

仮想 ド を停 す なく変 能■CPU、仮想I/Oリソースはドメインを停止することなく変更可能。
また、CPUリソースはコア単位の割り当てを推奨。

制御ドメイン ゲストドメイン

ハイパーバイザ

仮想
サービス

仮想
デバイス

vsw
ハイパ バイザ

CPU CPU CPUCPU

vsw

ハードウェア CPU CPU

CPUリソースの変更例 （1コア=8スレッドの場合）

1コア=8スレッド の場合、
CPUは8の倍数単位で割り当て

# ldm set-vcpu 16 [ldom] ← ドメインのCPUを16（2コア）に設定
# ldm add-vcpu 8 [ldom]      ← ドメインにCPUを8（2コア）追加
# ldm remove-vcpu 8 [ldom] ← ドメインのCPUを8（2コア）削除

コア単位以外の数のCPUを割り当てた場合、コアをまたぐことになるため推奨しません。
動的にリソースを移動させるには、drd デーモンが動作している必要があります。そのため、ゲストドメイ
ンがOBP状態の時には、リソースを移動させることはできません。

仮想デ ク 仮想ネ ト クを動的 削除する際 は 事前 ゲ トドメイ 上 ウ ト
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仮想ディスク、仮想ネットワークを動的に削除する際には、事前にゲストドメイン上でアンマウント、
unplumbしておく必要があります。



ドメインへのCPUの割り当て

■CPUの割り当て方法は、”whole-core allocation” と “affinity bindings” の2種類があり、
どちらかをドメイン毎に指定し、CPUを割り当てます。

affinity bindings （デフォルト設定） ：コア ＝ 物理CPU

割り当てる仮想CPU（スレッド）の数のみを指定します。ドメインには、

極力同じコアまたは最小のコア内のスレッドが割り当てられます。

CPU-ID
00 11 22 33 44 55 66 77

00 ：スレッド（番号はCPU-ID）
＝ 論理CPU

8,9,10 ・・・ ,15

0,1,2,3# ldm set-vcpu 4 primary
・・・

# ldm set-vcpu 8 ldom1

00 11 22 33 44 55 66 77

88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515

whole-core allocation
予め、ドメイン毎にCPUコアの最大数を設定しておき、その範囲内でCPUをコア単位で割り当てます。

割り当てるスレッドを1コアに収めるため、
CPU ID：4～7のスレッドを飛ばして割り当てます。

予め、ドメイン毎にCPUコアの最大数を設定しておき、その範囲内でCPUをコア単位で割り当てます。

（スレッド単位での割り当ては不可）

# ldm set-vcpu -c 2 ldom1
・・・

–c オプションを指定して、最大コア数（2コア）を指定し、
whole-core allocation を有効にする。（inactive の状態で実行）

# ldm add-vcpu -c 1 ldom1
・・・
# ldm add-vcpu 8 ldom1
Cannot remove ・・・

コアの追加・削除時も、–c オプションを使用。

スレッド単位でのCPU割り当てを行うと、エラーが発生。
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ドメインへのメモリの割り当て （１）
■メモリの割り当ては 動的に行う方法と静的に行う方法の 2種類の方法があります■メモリの割り当ては、動的に行う方法と静的に行う方法の、2種類の方法があります。

動的に行う場合 （Memory DR）
ldm add/remove/set-memory コマンドを使用して、ドメインを停止せずに、メモリの容量を変更

# ldm add mem 1000m primary

できます。ただし、メモリの変動サイズを256MBの倍数にする必要があります。

制御ドメインのメモリを1GB（1024MB）増やす場合
× NG

単位 メ リ容量を変更する必要があります# ldm add-mem 1000m primary
The size of memory must be a multiple of 256MB.

# ldm add-mem 1024m primary

256MB単位でメモリ容量を変更する必要があります。

○ OK
「1024m」の代わりに「1g」と指定することも可能です。

ドメインのメモリ容量を指定する際、 --auto-adj オプションを使用し、

メモリの変動サイズを256MB単位に切り上げる（割り当て容量を大きくする）ことも可能です。

# ldm add-mem --auto-adj 1000m primary
Adjusting requested size to 1G.
The primary domain has been allocated 24M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

※ゲストドメインも同様の操作で、メモリの容量変更が可能です。

q y g

指定した1000MBに、自動で24MBを追加
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メモリの動的構成変更（Memory DR）は、Oracle VM Server for SPARC 2.0の新機能です。



ドメインへのメモリの割り当て （２）
■動的割り当てができない場合 ドメインの停止・再起動を伴う 静的な方法を使用します

静的に行う場合

ldmコマンドでメモリ容量を変更する前に
遅延再構成状態（Delayed Reconfiguration）
ドメインの構成を変更し 再起動後にその構成変更が反映される

■動的割り当てができない場合、ドメインの停止・再起動を伴う、静的な方法を使用します。
（メモリの変動サイズが256MB単位でない場合など）

ldmコマンドでメモリ容量を変更する前に、
対象となるドメインに以下の操作を実施します。

制御ドメインの場合 ： 遅延再構成状態

ゲストドメインの場合 ： ドメインの停止

ドメインの構成を変更し、再起動後にその構成変更が反映される
ことを意味します。遅延再構成状態になると、ldm list-domain の
FLAGS に“d”が表示されます。

# ldm list-domain               
NAME STATE FLAGSゲストドメインの場合 ： ドメインの停止

制御ドメインのメモリ容量変更例

なお、メモリ容量は自由に指定可能（※）です。
制御ドメインが遅延再構成状態のとき、ldmコマンドを用いたゲス
トドメインの操作はできなくなります。

NAME             STATE    FLAGS
primary          active    -ndcv

# ldm start-reconf primary ←制御ドメインを遅延再構成状態にする
Initiating a delayed reconfiguration operation on ・・・
# ldm add-memory 2g primary ←制御ドメインにメモリを2GB追加
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.・・・
# shutdown -y -g0 -i6 ←再起動し、メモリ構成変更を反映

ゲストドメインのメモリ容量変更例

# ldm stop-domain [ldom] ←ゲストドメインを停止
# ldm add-memory 2g [ldom] ←ゲストドメインにメモリを2GB追加
# ldm start-domain [ldom] ←ゲストドメインを起動

ゲストドメインのメ リ容量変更例
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※ 制御ドメイン・および（バインドされている）ゲストドメインのメモリ容量は、4MB単位で指定する必要があります。

4MB単位ではない容量の指定自体は可能ですが、4MB単位になるようにメモリ容量が自動的に切り上げられます。



PCI Express Direct I/O

■物理I/OデバイスをPCIスロット ・ GbEコントローラ ・ SASコントローラ単位で、
ゲストドメインに割り当てることが可能です。

ゲストドメイン制御ドメイン

ハイパーバイザ

ゲストドメイン制御ドメイン

Oracle VM Software

vnet0vsw0

ハードウェア
e1000

g0
e1000

g1
e1000

g2
e1000

g3
e1000

g0
e1000

g1

ldm remove-io / ldm add-io
PCI Express Direct I/Oの

割り当て単位

注意事項
事前に 制御ドメインで使用している物理I/Oデバイスを確認する必要があります•事前に、制御ドメインで使用している物理I/Oデバイスを確認する必要があります。
（ブートディスクデバイス、ネットワークデバイス など）

•物理I/Oデバイスの割り当てを変更する時、制御ドメイン・ゲストドメインを停止する
必要があります。（仮想I/Oの割り当ては、ドメインの停止不要）

LDoms1.3以前で、ゲストドメインに物理I/Oを割り当てる場合、「PCIバス単位」で割り当てる

必要があります。（仮想I/Oの割り当ては、ドメインの停止不要）
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/ 場
必要があります。



構成変更時の注意事項

制御ド 恒久的な構成変 構成情報 変 が■制御ドメインの恒久的な構成変更には、ILOMの構成情報の変更が必要

制御ドメインの構成変更を実施
制御ドメイン

仮想

制御ドメイン

仮想仮想
サービス

CPU CPU

# ldm add-config  
を実行し構成情報を
更新してから ＯＳ 新しい

制御ドメイン

仮想サービス
の変更

構成変更

仮想
サービス

CPU CPU新しい

構成変更ILOM上で
-> reset /SYS  
を実行CPU CPU更新してから、ＯＳ

再起動
新しい

構成情報ハイパーバイザ
仮想

サービス

ハードウェアの電源ＯＦＦ／ＯＮでも構成
は変更されたまま（恒久的な構成変更）

CPU CPU新しい
構成情報

を実行

制御ドメイン

仮想
サービス

そのまま ＯＳ再起動
ハードウェア

CPU CPU構成情報 制御ドメイン

仮想
サービス

CPU CPU古い
構成情報

CPUリソース
の追加

構成変更

CPU古い
構成情報

構成変更
ILOM上で
-> reset /SYS  
を実行

ハードウェアの電源ＯＦＦ／ＯＮすると
構成は元に戻る（一時的な構成変更）

 ハードウェアの電源ＯＮ時（start /SYS or reset /SYS）は必ず構成情報を読み込みます。
 ゲ トドメイ 構成変更は 上 イ に保存されるため dd fi は不要 す
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 ゲストドメインの構成変更はＯＳ上のファイルに保存されるため、add-config は不要です。
 add-config で保存できる構成情報は、デフォルトのfactory-defaultを除いて8つまでです。



構成情報の自動保存 1/3
制御ド 構成を変 す 構成情報が自 保存され す■制御ドメインの構成を変更すると、OS上に構成情報が自動で保存されます。

制御ドメイ
ン

# ldm add-config <config_name>

ハイパーバイ
ザ

ン

/var/opt/SUNWldm 配下に構成情報を保存するディレクトリ：autosave-<config_name>
が自動で作成されます。
この時点ではディレクトリとタイムスタンプを記録するファイルのみ作られます。※

Solaris10

ハードウェア

CPU構成情報

primary# ls -l /var/opt/SUNWldm/autosave-<config_name>
合計 2
-rw------- 1 root     root           8  7月 1日 09:27 sp-timestamp

※factory-defaultを除き、最初に保存した構成情報の場合は、
上記のディレクトリだけでなく 下の各種ファイルも作成されます

制御ドメイン

仮想サービス
の変更 制御ドメインの構成を変更すると、autosave-<config_name>

デ 情 が 保

上記のディレクトリだけでなく、下の各種ファイルも作成されます。

仮想
サービス

構成変更

ディレクトリに構成情報が自動で保存されます。

primary# ls -l /var/opt/SUNWldm/autosave-<config_name>
合計 332

CPU CPU構成情報

CPUリソ ス

-rw------- 1 root     root       23416  7月 1日 18:49 hv-md.bin
-rw------- 1 root     root       23128  7月 1日 18:49 md-ldom1.bin
-rw------- 1 root     root       40232  7月 1日 18:49 md-primary.bin
-rw------- 1 root     root       79560  7月 1日 18:49 sp-pri.bin
-rw------- 1 root     root          8  7月 1日 18:45 sp-timestamp
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CPUリソース
の追加

oot oot 8 月 日 8 5 sp t esta p
-rw------- 1 root     root        8  7月 1日 18:49 timestamp



構成情報の自動保存 2/3
デ 保存され 階 構成情報 有効■autosave-<config_name>ディレクトリに保存されている段階では、この構成情報は有効で

はありません。自動保存された構成情報を確認し、必要に応じてILOMに反映させる必要が
あります。

制御ドメイン

primary# ldm list-config 
aaa [next poweron]
bbb -r オプションを指定することで、/var/opt/SUNWldm  

配下に構成情報が保存されている fi 名が表示

aaa
bbb

autosave
-aaa

primary# ldm list-config -r
aaa [newer]

配下に構成情報が保存されている config 名が表示
されます。

構成情報“aaa”は ILOM に保存されている情報よりも /var/opt/SUNWldmCPU CPU構成情報
構成情報 aaa は、ILOM に保存されている情報よりも /var/opt/SUNWldm
配下に保存されている情報の方が新しいことを示しています。

制御ドメイン

autosave
aaa

primary# ldm add-config -r aaa
primary# ldm list-config -r
aaa

上書き
-r オプションと構成情報名を指定することで、
ILOM 上へ反映（上書き保存）します。

CPU CPU構成情報

aaa
bbb

-aaa

[newer] が表示されていないことを確認します。
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構成情報の自動保存 3/3

■自動回復ポリシーの設定により、自動保存された構成情報の回復処理の動作を指定
できます。

autorecovery_policy=2
自動保存され 構成情報が 保存され も も新 合 通知 ジを表 ます 通知
autorecovery_policy=2
自動保存され 構成情報が 保存され も も新 合 通知 ジを表 ます 通知

autorecovery_policy=1 （デフォルト設定）
自動では反映しません。必要に応じて手動（ldm add-config –r <config_name>）で反映させる必要があります。
autorecovery_policy=1 （デフォルト設定）
自動では反映しません。必要に応じて手動（ldm add-config –r <config_name>）で反映させる必要があります。

自動保存された構成情報がILOMに保存されているものよりも新しい場合に、通知メッセージを表示します。通知メッ
セージは、[newer]が表示後、初めてldmコマンドを実行したとき、または、[newer]が表示された状態でOSを起動し、
初めてldmコマンドを実行したときに表示されます。
自動では反映させれませんので、必要に応じて手動で反映させる必要があります。

自動保存された構成情報がILOMに保存されているものよりも新しい場合に、通知メッセージを表示します。通知メッ
セージは、[newer]が表示後、初めてldmコマンドを実行したとき、または、[newer]が表示された状態でOSを起動し、
初めてldmコマンドを実行したときに表示されます。
自動では反映させれませんので、必要に応じて手動で反映させる必要があります。

autorecovery_policy=3
自動保存された構成情報がILOMに保存されているものよりも新しい場合に、自動的に更新します。更新処理は電源
投入のタイミングで行われます。

autorecovery_policy=3
自動保存された構成情報がILOMに保存されているものよりも新しい場合に、自動的に更新します。更新処理は電源
投入のタイミングで行われます。

primary# svccfg -s ldmd listprop ldmd/autorecovery_policy
ldmd/autorecovery_policy  integer  1

確認方法

表示されるプロパティ値を確認します/ y_p y g

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=3

変更方法

表示されるプロパティ値を確認します。

変更するプロパテ 値を指定後 ld d サ ビスを
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# svcadm refresh ldmd 変更するプロパティ値を指定後、ldmd サービスを
更新します。



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■５．リソース操作
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



ZFSのOracle VM Server for SPARCへの応用(1/2)

■ZFSを仮想ディスクとすることで、ZFSの機能をOracle VM Server for SPARCにも応用
できます。

1. snapshot
ldom1

Solaris 10

制御ドメイン

Solaris 10
Oracle VM Software

p

特長
•スナップショットの作成は一瞬でできる。
•スナップショットのディスク容量は変更分だけ

primary-vds0

vdisk0vol0

•スナップショットのディスク容量は変更分だけ。
•スナップショットからロールバックすることで、
容易に環境を復元。

用途
ハイパーバイザ

ハードウェア
di k0

ZFS

vdisk0

•パッチ適用時などの一時的なバックアップ
•仮想ディスクの世代管理rollback

vdisk0 vdisk0
.snap

snapshot

2. clone 特長
ク ンの作成は 瞬でできる

vdisk0

ZFS

vdisk0
snap vdisk1

c o e
•クローンの作成は一瞬でできる。
•クローンを仮想ディスクとしてBoot可能
•クローンのディスク容量は変更分だけ。

用途
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.snap 用途
•ゲストドメインのBootディスクコピー
•開発環境の作成

snapshot clone



ZFSのOracle VM Server for SPARCへの応用(2/2)

ZFS

3. send/receive

特長
バ

receive

vdisk0 vdisk0
.snap

snapshot

vdisk0.
backup

send

•同一ノード内または、別ノードにファイルとしてバック
アップします。(send)

• send したファイルを receive することで、復元する
ことができます (receive)p ことができます。(receive)

• send する際に、別のZFS上で receive することで、
仮想ディスクを別ZFSにコピーすることが可能です。

用途
仮想デ ク バ ク プ

send/receive
ZFS

•仮想ディスクのバックアップ
•別ノードへの仮想ディスクのコピー

vdisk1

アプリケーションレベルで整合性を保障するためには、
スナップショット作成時に対象となる仮想ディスクを
アンマウントするか ドメインを停止することを推奨します
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アンマウントするか、ドメインを停止することを推奨します。



＜参考＞ ZFSのスナップショット/クローン

Original snapshot cloneスナップショット
ある時点でのファイルシステムの読み取り専用コピー

特 長

仮想ストレージプール

一瞬で作成し、作成時点ではディスク容量を消費しない
オリジナル変更時は、変更前のデータを退避
スナップショットからロールバック可能

クローン
物理DISK 物理DISK 物理DISK

クローン
スナップショットから作成された書き込み可能なコピー
一瞬で作成し、作成時点ではディスク容量を消費しない
クローンに対する書き込み分だけディスク容量を消費

Original snapshot clone Original snapshot clone

仕組み

Original snapshot clone Original snapshot clone

a b a bb’ c

オリジナルの b を b’ に変更
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スナップショット/クローンを作成 オリジナルの b を b’ に変更
クローンに c を追加



ゲストドメインのコピー

機能を使 仮想デ ピ を作 が き すが ド■ZFSのクローン機能を使って、仮想ディスクのコピーを作ることができますが、ドメインの
構成まではコピーできません。

ゲストドメインの ピ 手順

ldom1

Solaris10

制御ドメイン

Solaris10

ldom1制御ドメイン

Solaris10
ゲストドメインのコピー手順

1. 仮想ディスクのsnapshot/cloneを
作成する

primary-vds0

vol0

Oracle VM Software
primary-vds0

vol0
vdisk0

作成する。
2. 制御ドメイン上で、ldm(1M)コマン

ドを使用し、新しいドメイン
（ldom2）を作成する

ハイパーバイザ

ハードウェア

ZFS

vdisk0 vdisk0
.snap vdisk1

（ldom2）を作成する。
3. 新しく作成したドメインを起動する。

その際、元となるドメイン（ldom1）
とホスト名/IPアドレスなどが同一

snapshot clone

ldom1制御ドメイン ldom2ldom1制御ドメイン ldom2
とホスト名/IPアドレスなどが同
なので、ldom1は停止する。

4. sys-unconfig(1M)コマンドを実行し、
ldom2 のホスト名/IPアドレスなど

Solaris10Solaris10

primary-vds0

vol0

Solaris10

vol1

Solaris10Solaris10Solaris10
Oracle VM Software
primary-vds0

vol0

Solaris10

vol1
vdisk0vdisk0

ldom2 のホスト名/IPアドレスなど
を変更する。

ZFSハイパーバイザ

ハードウェア
vdisk0vdisk0 vdisk1
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.snapvdisk0 vdisk1



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED45



Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



仮想ディスクのファイルシステム
■あるドメインで仮想ディスクに作成したファイルシステムやファイルなどは そのドメインか

制御ドメイ ld 1 制御ドメイ ld 1 ld 2

■あるドメインで仮想ディスクに作成したファイルシステムやファイルなどは、そのドメインか
ら削除した後、別のドメインに割り当てても保持されています。

Solaris10

制御ドメイン

Solaris10
Oracle VM Software

primary vds0

ldom1

vdisk1

Solaris10

制御ドメイン

Solaris10
Oracle VM Software

primary vds0

ldom1

Solaris10

ldom2

vdisk1

ハイパーバイ

primary-vds0

vol1

vdisk1

ハイパーバイ

primary-vds0

vol1

vdisk1

ハイパーバイ
ザ

ハードウェア vdisk
.img

ハイパーバイ
ザ

ハードウェア vdisk
.img

ldom1でvdisk1にファイルシステムを作成 ldom1からvdisk1を削除し、ldom2に割り当て。
→ldom2上でldom1で作成したファイルシステムが認識
されますされます。
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仮想ディスクの共用

■仮想ディスクを複数のドメインで共用する場合、read only (roオプション) の
設定が必要です

制御ドメイン ldom1 ldom2

Solaris10Solaris10
Oracle VM Software

primary-vds0

Solaris10

vdisk1 vdisk1

ハイパーバイザ

vol12

ro
ro

vdisk1 vdisk1
vol11

ハードウェア vdisk
.img

ro

# ldm add-vdsdev options=ro /Ldom1/vdisk.img vol11@primary-vds0
# ldm add-vdsdev options=ro /Ldom1/vdisk.img vol12@primary-vds0

仮想ディスクサービスに登録するボリュー
ム名 （vol11,vol12）はユニークにする
必要があります。

roオプションを設定せずに共用すると（書き込み権限付き）書き込みの排他制御ができません。
複数ドメイ から同時書き込 を行うと イ シ ムを破壊する恐れがあります
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複数ドメインから同時書き込みを行うと、ファイルシステムを破壊する恐れがあります。



制御ドメイン、ゲストドメイン間の物理ディスクの共用

■物理ディスクを仮想ディスクのバックエンドとした場合、制御ドメインとゲストドメインで同
一ディスクを共用できますが、読取専用や排他オプションを設定し、書き込みができるド
メインを1つのみとすることを推奨します。

Solaris10

制御ドメイン

Solaris10

ldom1
Solaris10

制御ドメイン

Solaris10

ldom1

ゲストドメインにroで割り当て 排他オプション（excl）を設定

Oracle VM Software

primary-vds0

vol1
vdisk1

Oracle VM Software

primary-vds0

vol1
vdisk1

ハイパーバイザ

ハ ドウ ア 物理

rorw
ハイパーバイザ

ハードウェア 物理

rw
options
=excl

ハードウェア 物理
ディスク

ハードウェア 物理
ディスク

# ldm add-vdiskserverdevice options=excl /dev/dsk/c1t1d0s2 vol1@primary-vds0

排他オプション（options=excl）を設定すると、そのディスクは制御ドメインから認識されなくなります。

# ldm add vdiskserverdevice options=excl /dev/dsk/c1t1d0s2 vol1@primary vds0
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※仮想ディスクを割り当てたドメインがinactiveの状態だと認識されます。bindされた段階で認識されなくなります。



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■７．仮想ディスクの応用
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



ゲストドメインのLANの冗長化

ゲ ド

ゲスト

■ゲストドメインのLANの冗長化にはPRIMECLUSTER GLSまたは、IPMPを使用します。
IPMPを使う場合、二通りの方法があります。

ゲストドメイン制御ドメイン

IPMPグループ

vnet0:1

制御ドメイン

vnet0

ゲスト
ドメイン

IP
（ルーティング）

IPMPグループ

e1000g0:1vsw0 vsw1

vnet0 vnet1
vsw0

vnet0（ルーティング）

e1000g0 e1000g1 e1000g2 e1000g0 e1000g1
物理NICは割り当てません

ゲストドメインに複数の vnet を割り当てて、
ゲストドメインで IPMP を設定します。
プローブベースに加えて、LDoms 1.3より
リンクベ スによる監視も使用可能です

制御ドメインで IPMP を設定し、設定後の
IPMPグループを vsw にルーティングします。
プローブベースに加え、リンクベースによる
監視も可能ですリンクベースによる監視も使用可能です。 監視も可能です。
vsw にIPMPグループ（e1000g0:1）を直接割
り当てることはできません。
ルーティングする分、性能が若干落ちます。ルーティングによる性能劣化は数％です。
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 GLSを使用するときも、基本的には同様です。

ル ティングによる性能劣化は数％です。



＜参考＞ IPMPの監視方法

■IPMPの監視方法には、プローブベースとリンクベースの二通りがあります。

プローブベース
S l i 8（10/00以降）からサポ トされた

リンクベース
S l i 10からサポ トされた機能ですSolaris8（10/00以降）からサポートされた

機能です。
監視先を設定し、監視先にpingを実行す
ることでネットワ クの状態を判断します

Solaris10からサポートされた機能です。
NICのリンクアップ/ダウンによってネットワー
クの状態を判断します。
引継ぎIPアドレスのみで 各NICにはIPアドることでネットワークの状態を判断します。

引継ぎIPアドレスのほかに各NICに監視用
IPアドレスを設定する必要があります。
全てのNICで使用可能です

引継ぎIPアドレスのみで、各NICにはIPアド
レスを設定する必要はありません。また、監
視先も不要です。
一部のNICでは使えません全てのNICで使用可能です。

設定が複雑です。

監視先
監視先

IP

 部のNICでは使えません。
設定は比較的容易です。

監視先

NIC NIC

IP

NIC NIC
IP IP

IP

IP

サーバ

サーバ
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 LDoms 1.3より vsw / vnet もリンクベースに対応しました。



設定概要（制御ドメインでの冗長化）

構築 変

制御ドメイン ゲスト
ドメイン

制御ドメイン ゲスト
ドメイン

■構築したOracle VM Server for SPARCを以下のように変更して、ネットワークの冗長化を
行います。

vnet0

ドメイン

vnet0

ドメイン

ルーティング

③ ④

vsw0vsw0

IPMP ①② サブネットB
192.168.11.xx/24

サブネ トAe1000g0 e1000g0 e1000g1サブネットA
192.168.10.xx/24

サブネットA
192.168.10.xx/24

① vsw0に割り当てられているe1000g0を解除し、IPアドレスを変更します。
② e1000g0とe1000g1でIPMPを構成します。今回はリンクベースで設定します。
③ 制御ドメイン上でサブネットAとサブネットB間のルーティングを設定します。
④ vnet0のIPアドレス・ネットマスクを変更し、vsw0をゲストドメインのデフォルトルートとし

て設定します。
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 sys-unconfig(1M)コマンドによる変更を推奨



＜参考＞ その他の参考事項

制御ドメイン ゲスト
ドメイン

# netstat -rn
Routing Table: IPv4
Destination           Gateway             Flags  Ref     Use     Interface

0

vnet0ルーティング

-------------------- -------------------- ----- ----- ---------- ---------
・・・
10.xxx.zzz.0         10.xxx.yyy.fff UG        1          0
・・・

clien
te1000g0 e1000g1

vsw0

IPMP
サブネットB
10.xxx.zzz.aaa/24

サブネットA
10.xxx.yyy.aaa/24

IPMPを構成後にゲストドメインを構築し OSをインスト ルサ バからインスト ルする場IPMPを構成後にゲストドメインを構築し、OSをインストールサーバからインストールする場
合は、制御ドメインをブートサーバにする必要があります。
制御ドメインのルーティングだけでなく、クライアント側にもサブネットBへのルーティング情
報が登録されている必要があります報が登録されている必要があります。
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設定概要（ゲストドメインでの冗長化）

■ゲストドメインでリンクベースの IPMP を設定する場合は、ゲストドメイン上で IPMP の設
定をするだけでなく、vnet 設定時に linkprop オプションを設定する必要があります。

ldom2
IPMP

IPMPの設定は、ゲストドメインのOS上でネイティブ環境
と同じように設定します。

制御ドメイン

vnet0 vnet1

# ldm add-vnet linkprop=phys-state vnet0 primary-vsw1 ldom2
# ldm set-vnet linkprop=phys-state vnet1 ldom2

う 設定 す。

vsw1 vsw2
vsw に linkprop の設定をする必要はありません。
※vsw の linkprop の設定はvswでリンクベースのIPMP
を設定する際に必要となります。

e1000g2 e1000g3
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プローブベースでの監視の場合、linkpropオプションの設定は不要です。



＜参考＞ Link Aggregation

Link Aggregation設定後のネットワークインターフェース（aggrN※）を仮想スイッチに
割り当てることが可能です。

※N＝1 2

ゲストドメイン

vnet

※N＝1,2,…

制御ドメイン制御ドメイン vsw # dladm create-aggr -d e1000g0 -d e1000g1 1
# dladm show-aggr
キー: 1 (0x0001) ポリシー: L4 アドレス: 0:14:4f:d5:1a:f6 (自動)

aggr1

NIC NIC

キ : 1 (0x0001)        ポリシ : L4    アドレス: 0:14:4f:d5:1a:f6 (自動)
デバイス アドレス 速度 デュプレックス リンク 状態
e1000g0  0:14:4f:d5:1a:f6   1000  Mbps    full           up      standby
e1000g1  0:14:4f:d5:1a:f7   1000  Mbps    full           up      attached

# ldm add-vswitch net-dev=aggr1 primary-vsw0 primary

activeactive

NIC NIC

Link Aggregation対応SW

# ldm add-vswitch net-dev=aggr1 primary-vsw0 primary

Link Aggregation対応SW

 i k i の詳細に いては 『S l i のシステム管理( サ ビス) を参照してください

vsw/vnet でLink Aggregationを
設定することは出来ません。
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 Link Aggregationの詳細については、『Solaris のシステム管理(IP サービス)』を参照してください。
http://docs.oracle.com/cd/E24845_01/index.html



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■８ ネットワークの冗長化■８．ネットワークの冗長化
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Oracle VM Server for SPARCを使ってみよう

１．実機環境の確認

２ 制御ドメインの構築２．制御ドメインの構築

３．ゲストドメインの構築

４．ゲストドメインの操作

５．リソース操作５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for SPARCへのZFSの活用

８．ネットワークの冗長化

７．仮想ディスクの応用

９．バックアップ・リストア

１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



Oracle VM Server for SPARC構成の管理について

構成 情報を■Oracle VM Server for SPARC構成はILOM（Service Processor）の情報を元にハイ
パーバイザが実現しているため、ハードウェア保守などによりOracle VM Server for 
SPARC構成情報が失われる場合があります。

<バックアップ対象>

制御ドメイン ゲストドメイン
ドメインのシステムボリューム、データ
<制御ドメイン>
通常のOSと同様にufsdumpなどでバックアップします。

<バックアップ対象>

ハイパーバイザ

通常 同様 pな ックアッ ます。
<ゲストドメイン>
制御ドメイン上で仮想ディスクの実体を任意の方法でバック
アップします。

Oracle VM Server for SPARC構成情報
ハードウェア

Oracle VM Server for SPARC構成情報
<制御ドメイン>
自動保存されるOS上の構成情報をバックアップします。
または、ldmコマンドで、構成情報をxml形式で保存します。
（xml形式の保存は Oracle VM Server for SPARC 2 0より可能で（xml形式の保存は、Oracle VM Server for SPARC 2.0より可能で
す）
<ゲストドメイン>
ldm コマンドを用いて、構成情報を xml 形式で保存します。

制御ドメイン、ゲストドメインのバックアップ・リストアを設計する際には、通常のシステムボ
リューム、データだけでなく、各ドメインの構成情報もバックアップする必要があります。
ハード障害によりマザーボードやILOMの交換を実施した場合、ドメイン管理情報が初期状
態（factory default）に戻りますので 再構築が必要になります
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態（factory-default）に戻りますので、再構築が必要になります。

 ドメイン情報が初期化されるのは、あくまでマザーボードなどの交換時であり、ディスク交換では初期化されません。



制御ドメイン構成情報のバックアップ・リストア

■制御ドメインの構成情報は ld マンドを使用して l形式で保存できます■制御ドメインの構成情報は、ldmコマンドを使用して、xml形式で保存できます。
構成情報が失われた場合にも、Oracle VM Server for SPARC環境を復元できます。

# ldm list-constraints -x primary > /Ldom1/primary.xml ← 制御ドメインの構成情報を出力# ldm list constraints x primary > /Ldom1/primary.xml 制御ドメインの構成情報を出力
# ldm init-system -r -i /Ldom1/primary.xml           ← 構成情報から制御ドメインを再構築

ハイパ バイザ

制御ドメイン ゲストドメイン ゲストドメイン
Oracle VM Server for SPARC構成情報

ハイパーバイザ

ハードウェア

仮想
サービス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮想
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮想
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭprimary.xml

# ldm list-constraints -x > /Ldom1/alldomains.xml ← 全てのドメインの構成情報を出力
# ldm init-system -r -i /Ldom1/alldomains xml ← 構成情報から全てのドメインを再構築

ゲストドメインも含め、全てのドメインの構成情報を保存・復元することも可能です。

# ldm init-system -r -i /Ldom1/alldomains.xml            ← 構成情報から全てのドメインを再構築

ハイパーバイザ

制御ドメイン

仮想

ゲストドメイン

仮想

ゲストドメイン

仮想
Oracle VM Server for SPARC構成情報

ハードウェア

仮想
サービス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮想
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮想
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭalldomains.xml
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 ドメインを復元（ldm init-system）する時は、ILOMの構成情報を初期化（factory-default）しておきます。



ゲストドメインのバックアップ・リストア
■制御ドメイン上でゲストドメインのシステムディスクおよび Oracle VM Server for SPARC■制御ドメイン上でゲストドメインのシステムディスクおよび、Oracle VM Server for SPARC
構成情報をバックアップ・リストアします。

バックアップ対象・バックアップ
制御ドメイン ゲストドメイン

仮想ディスクの実体
物理デバイス

１．ゲストドメインのシステムディスク・仮想ディスク
（ZFSボリュームやmkfile コマンドで作成したファイルなど）
⇒ ufsdump、tarコマンドなどの任意の方法

※リモートテープ装置経由のバックアップも可能

仮想サービス 仮想ディスクOracle VM Server
for SPARC
構成情報

※リモ トテ プ装置経由のバックアップも可能

２．ゲストドメインの構成情報
⇒ ldmコマンドによる、xml出力

ハイパーバイザ

ハードウェア
ＣＰＵ ＭＥＭ ＣＰＵ ＭＥＭ

# ldm list-constraints -x ldom1 > /Ldom1/ldom1.xml ← 構成情報の出力、退避
# ldm add-domain -i /Ldom1/ldom1.xml              ← 構成情報からゲストドメインを再構築

Oracle VM Server for SPARC構成情報をxmlで出力しておき、ゲストドメインを再構築します。

ハイパーバイザ

制御ドメイン

仮想

ゲストドメイン

仮想

ゲストドメイン

仮想

Oracle VM 
Server for SPARC

構成情報

Oracle VM 
Server for SPARC

構成情報

ハードウェア

仮
サービス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭ

仮
デバイス

ＣＰＵ ＭＥＭldom1.xml ldom2.xml
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 Oracle VM Server for SPARC構成情報は、ゲストドメイン毎にバックアップ・リストアが可能です。



＜参考＞ ZFS snapshot, clone使用時の留意事項

れぞれが デ タ 依存 係を持 を■snapshot, cloneはそれぞれが元データと依存関係を持っているので、zvolをリストア（zfs 
receive）する際にはsnapshot, cloneを削除する必要があります。

依存依存
# zfs list
NAME                         USED  AVAIL  REFER    MOUNTPOINT
zfs                               15.6G  23.5G       21K   /zfs
zfs/vdisk0                  15.6G  33.5G    5.56G   -
zfs/vdisk0@snap 26.9M - 5.56G -

vdisk0 vdisk0
.snap vdisk1

snapshot clone元データ

Fは上書きオプシ です h t/ l がない場
zfs/vdisk0@snap       26.9M         5.56G  
zfs/vdisk1                  37.4M  23.5G     5.56G  -
# zfs receive -F zfs/vdisk0 < /Ldom1/vdisk0.backup
cannot receive new filesystem stream: destination has snapshots (eg. zfs/vdisk0@snap)
must destroy them to overwrite it

-Fは上書きオプションです。snapshot/cloneがない場
合には、vdisk0を削除することなくreceiveが可能です。

既にcloneを別ドメインで使用しているなど、削除できない場合はzfs promoteを用いて依存関
係を逆転させることで元データを削除後receiveすることができます。

# zfs promote zfs/vdisk1
# zfs list
NAME                        USED  AVAIL  REFER  MOUNTPOINT
zfs 15 6G 23 5G 21K /zfs

vdisk0 vdisk1
.snap vdisk1

snapshotclone

依存依存

元デ タzfs                             15.6G  23.5G    21K     /zfs
zfs/vdisk0                   10G  33.5G  5.56G     -
zfs/vdisk1                5.60G  23.5G  5.56G     -
zfs/vdisk1@snap     36.5M         - 5.56G     -
# zfs destroy zfs/vdisk0

snapshotclone 元データ

vdisk0はcloneになるため、receiveする前に予め削
除する必要があります。-Fオプションは使えません。
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# zfs receive zfs/vdisk0 < /Ldom1/vdisk0.backup



詳細は構築・運用手順書を参照してください。

■９．バックアップ・リストア
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１０ Oracle VM Server for SPARC環境の削除
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１０．Oracle VM Server for SPARC環境の削除



Oracle VM Server for SPARC環境の削除

# ldm stop-domain -a
# ldm unbind domain [ldom]

１．ゲストドメイン環境の削除

# ldm unbind-domain [ldom]
# ldm remove-domain [ldom]

２．Oracle VM Server for SPARC構成の削除

# ldm set-config factory-default
# ldm remove-config [config名]

３．ネットワーク構成の削除

# mv /etc/hostname.vsw0 /etc/hostname.e1000g0

# svcadm disable vntsd

４．Oracle VM Server for SPARCデーモンの停止

# shutdown -y -g0 -i0

５．ILOMの再起動

# svcadm disable vntsd
# svcadm disable ldmd

制御ドメインのＯＳを再インストールしてもILOM上のOracle VM Server for SPARC情報は削除されないた
め ld (1M) マンドで削除し ILOMを t する必要があります

# shutdown -y -g0 -i0
-> reset /SYS stop /SYS で停止後に start /SYS でもOKです。
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め、ldm (1M)コマンドで削除し、ILOMを reset する必要があります。



詳細は構築 運用手順書を参照してください詳細は構築・運用手順書を参照してください。

環境 削除■１０．Oracle VM Server for SPARC 環境の削除
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商標について

使用条件
 著作権・商標権・その他の知的財産権について

コンテンツ（文書・画像・音声等）は、著作権・商標権・その他の知的財産権で保護されていま
す 本 は 個人的 使 する範囲 プ ウ またはダウ ド きます ただす。本コンテンツは、個人的に使用する範囲でプリントアウトまたはダウンロードできます。ただ
し、これ以外の利用（ご自分のページへの再利用や他のサーバへのアップロード等）について
は、当社または権利者の許諾が必要となります。

 保証の制限 保証の制限
本コンテンツについて、当社は、その正確性、商品性、ご利用目的への適合性等に関して保証
するものではなく、そのご利用により生じた損害について、当社は法律上のいかなる責任も負
いかねます。本コンテンツは、予告なく変更・廃止されることがあります。

商標

 UNIXは、米国およびその他の国におけるオープン・グループの登録商標です。

 SPARC Enterprise、SPARC64およびすべてのSPARC商標は、米国SPARC International, Inc.
のライセンスを受けて使用している、同社の米国およびその他の国における商標または登録
商標です。

 OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国
における登録商標です。

 その他各種製品名は、各社の製品名称、商標または登録商標です。
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